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研究成果概要 
1020eV 宇宙線でも斜めに入射した場合には夜間雲高度よりも高いところで発達するた

め、その観測可能性を調べるため、乗鞍観測所で雲上での夜光を観測している。 

観測装置は JEM-EUSO用に開発した１インチ角マルチアノード型光電子増倍管に中心波

長 330-400nmのフィルター(透過幅 10nm)７種と BG3フィルター(320-420nm)をとりつけて

8 波長帯を同時観測出来るようにし、コリメーターで 0.01sr の視野を持つようにした。

データ収集は NIM のモジュールを用いて光子計数法で行った。今年度は観測方向をはっ

きりさせるために赤道儀を用い、CCDカメラで観測方向の星を撮影できるようにした。 

新月期を選んで 8 晩観測をこころみたが、今年度も天候に恵まれず、観測が出来たの

は２晩であった。また雲海が出るような天候とはならなかったので、単純に上空からの

夜光量を測定した。BG3の透過波長での夜光量は天頂方向で約 650,750photons/ns・sr・

m2でほぼ一定であり、昨年の約 600photons/ns・sr・m2に比べ増加していた。波長別に見

ると 390nm,400nm で光量が増加しておりそれより短波長側ではほとんど変化が見られな

かった。観測中に目視や CCD カメラで視野内を薄い雲が横切ることが見られたため、昨

年度に比較し人工光が雲などで反射された成分の増加で増光したと考えられる。期待さ

れる星野光と黄道光を計算したところ 200-300 photons/ns・sr・m2であり、変動量の計

算値と観測光量の変動量が同程度であることから、観測光量の７割程度が高層大気光と

人工光と考えられる。La Palma、Namibiaの夜光量に比較し約 1.5 倍から２倍程度の夜光

量であった。本年までの観測により乗鞍岳における基本的な夜光量は得られたと考えて

いる。翌年度、雲海上での夜光量の観測を継続する予定である。 
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